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令和２年度

　

大田区立羽田中学校　　授業改善推進プラン全体計画

【関係法令等】
○日本国憲法　○教育基本法
○学校教育法　○学習指導要領
○東京都教育委員会教育目標
○大田区教育委員会教育目標

【学校の教育目標】
【願い】
○学校、地域の実態
○地域の期待や願い
○保護者の期待や願い
○期待される生徒像

  人間尊重の精神を基調として、広い視野を持っ
て未来を生き抜く、心身共にたくましい生徒を育
てるために、次の目標を掲げ、全教職員で教育
実践に取り組む。

○「豊かな心」　　○「学ぶ力」　　○「健やかな体」

○「人としてのあり方、生き方」を考えさせる指導
○３年間を見通した進路指導計画に基づく系
統的・計画的な指導の継続
○就労者の講演会やマナー講習等を通して、
社会に貢献する態度の育成と自己実現を図ろ
うとする力の涵養

○規範意識の向上と望ましい生活習慣の確立
○学校生活調査とHyper-QUの実施、スクール
カウンセラーと連携した教育相談の充実
○セーフティ教室(ＳＮＳ，薬物乱用防止）の実施
○地域や家庭、関係諸機関との連携による健全
育成、安全指導の徹底

本校の授業改善に向けた視点

学校経営方針　笑顔と信頼のあふれる学校を目指して
『豊かな心と主体性を育む教育』を推進する。

『学力向上･体力向上のための取り組み』を推進する。
『地域と共に子どもを育てる教育』を推進する。

『規律ある学校生活』を送らせる。
『信頼される学校』であり続ける。

　

○「区学習効果測定」、「都学
習状況調査」「保護者・生徒
による授業評価」等の結果分
析、基礎・基本の定着と思考
力を高めるための「授業改善
推進プラン」の作成による授
業改善への取り組みの充実
○生徒の学習状況の把握と
個に応じた指導の充実のた
めに「学習カルテ」の作成と個
別面談の実施
○各生徒に配布したタブレッ
ト機材などのＩＣＴの活用
○土曜補習（年6回）、放課後
学習教室

　　　　　  　　    【本校における確かな学力の捉え方】
　本校では生徒の人間としての調和のとれた成長を目指し、次に掲げる力
を育成する。
①基本的な生活習慣と学習習慣
　　・規則正しい生活をしていこうとする意欲　　・家庭学習を継続する力
②授業規律と学習環境を整える力 （姿勢・態度・服装・授業前の準備）
　　・学習用具を揃える力　　・話を聞く力　　・ノートをとる力
③基礎・基本的な学力
　　・読む力　　・読んで理解する力　　・話す力　　・書く力　　・計算する力
④知識及び技能を活用する力
　　・思考力　　・判断力　　　・表現力　　・発表力
⑤主体的・創造的に学び続ける意欲や態度
⑥情報の収集力・活用能力
⑦自ら課題を設定し探究する力、課題解決能力、コミュニケーション能力
⑧マナーや規範意識
⑨個性・適性を生かし社会に貢献していく力、自己実現を図ろうとする力

○「深く考え、議論する」道徳
へ向けた指導法の研修を推進
し、意図的・計画的な道徳授
業の実施を図る。
○小中連携「規範意識向上プ
ログラム」を計画的に実践し、
何が正しいかを判断し、自ら責
任をもって行動できる能力(自
己指導力)を養う。
○道徳授業地区公開講座を
充実させ、家庭や地域社会と
連携した心の教育を推進す
る。
○自他の命を大切にする気持
ちを養い、命の尊さを知る教育
に取り組む。（３月生命尊重週
間）

　

○生徒自らが課題を設定
し探求する学習の３年間を
見通した計画的な実施
○環境問題や地域の課
題、職業や自らの将来な
どへの課題意識をもたせ
る指導と、課題解決能力
やコミュニケーション能力
の育成
○図書室やタブレットの有
効活用、地域の図書館や
関係諸機関との連携な
ど、様々な学習環境の積
極的な活用

　

○「時と場と立場をわきまえ
た行動」の確立と主体的な
活動を通した自己伸張
○生徒会活動・学級活動の
充実による自主的・自治的
な態度の育成(ﾉｰﾁｬｲﾑﾃﾞｲ
の実施)
○部活動への積極的な取組
による豊かな感性の涵養と
体力の向上、生徒相互・生
徒と教師の信頼関係の深化
○特別支援学級との交流活
動の充実

新学習指導要領の趣旨を

踏まえて

○基礎的・基本的な知識・

技能の確実な習得と、思考

力・判断力・表現力、及び

人間性の育成

○学校評価の改善・工夫と、

それを生かした授業評価

の実施

○「朝読書」・「新聞教育」

を活用した読解力・表現力

の育成
○道徳の授業の充実
○サポートルームを活用し
た、指導の充実

○数学（全学年）で少人数習熟

度別授業を実施

○英語（全学年）でティーム

ティーチングによる指導を実

施

○総合的な学習の時間にお

ける職場体験・上級学校訪問

などの体験的な活動の充実

○個に応じた指導の充実の

ため「学習カルテ」の作成とカ

ルテに基づく個別の面談の

実施

○オンデマンド授業やタブ

レット学習による学習機会の

充実

○生徒の学習意欲を引き

出す指導方法の工夫と学

力向上のための取り組み

の充実

○職層に応じた研修や校

外の研修への積極的な参

加と研修成果の還元

○特別支援教育コーディ

ネーターを中心とした特別

支援教育に対する支援体

制の確立とケース会議の

充実

○ICT推進校における研

究の充実

○より精度の高い評価基

準を目指した適切な評価

計画に基づく評価の実施

○指導と評価の一体化

（生徒の学習意欲を喚起

し、生徒・保護者への評

価に対する説明責任を

十分に果たす）
○各教科の学習状況の
保護者への周知と家庭
における学習習慣の定
着を目指した取り組みの
推進

○連携小学校との共通
指導目標（「学習指導・
指導スタンダード」の活
用 ○小学校児
童を対象とした中学校
見学・部活動体験入部
の実施
○ボランティア活動へ
の積極的な参加の促
進と地域との連携の充
実
○「アシスト羽中（学校
地域支援本部）」との連
携

各教科の指導の重点 道徳教育の指導の重点

総合的な学習の指導の重点 特別活動の指導の重点
基礎的・基本的な生活習慣・学習習慣

◇ 広義の基礎・基本
学習指導要領に示された目標および内容

◆狭義の基礎・基本
・読む力 ・読んで理解する力 ・話す力

・書く力 ・計算する力

・生徒の実態に応じた身につけさせたい力

進路指導・キャリア教育の指導の重点 生活指導の重点

教育課程編成上の工夫
小学校および家庭や地
域社会との連携の工夫研究･研修への取り組み 評価の工夫指導内容・指導方法の工
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令和２年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・各学年とも国語科全体の達成率が、目標値に3ポイント以内に迫る数値となっている。基

礎学力の定着に重点をおいた指導が奏功していると考えられる。 

 ・短期的な目標としての意欲喚起と基礎学力の定着を期して、単元テスト・小テスト等を定

期的に行うことが出来た。 

 

（２）課題 

 ・すべての基本となる考える力、それを支える語彙力に課題がある。日常の言語活動を意識

的に捉える習慣をつけながら、語彙の獲得、理解や思考の深まりにつなげる指導を行う。 

 ・授業での学習同様に、基礎学力の定着には家庭学習が重要であることを伝えながら、意欲

的に課題に取り組めるように指導する。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成30年度結果 

第１学年 

全体としては目標値を2.4ポイン
ト下回った。「言語についての知
識・理解・技能」に関する観点につ
いては、目標値を上回っているが、
ほかの観点については課題が残っ
た。 

  

第２学年 

全体としては目標値を0.2ポイン
ト上回った。「読む能力」や「言語
についての知識・理解・技能」に関
する問題に課題が残った。 

全体としては目標値を3ポイ
ント弱下回った。「言語につい
ての知識・理解・技能」の観点
では目標値を上回ったが、その
ほかの観点には課題が残った。 

 

第３学年 

全体としては目標値を少し下回っ
た。「書くこと」に関する観点に課
題が残っているので、その点を克服
できるよう意識的に取り組ませて
いく 

全体としては目標値を約 2 ポ
イント下回った。「関心・意欲」
「話す・聞く」の観点では目標
値以上の結果だが、作文や漢
字、文章の読み取りなどの問題
に課題が残った。 

全体としては目標値
を少し下回った。「話
す・聞く能力」に関す
る問題に課題が残っ
た。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

目標値を6.8 ポイ
ント下回ってい
た。聞き取り問題
でのつまずきのた
めだと考えられ
る。 

目標値を 10.5 ポ
イント下回った。
話の内容を正確に
聞き取る問題の正
答率が低い。 

目標値を5.7 ポイ
ント下回った。書
くことに対する苦
手意識があるよう
である。 

目標値を4.6 ポイ
ント下回った。説
明文に対して、文
章の構成や展開を
正確にとらえるこ
とに課題がある。 

目標値を2.3 ポイ
ント上回った。漢
字の読みなどよく
できているが、書
き取り問題などに
課題が残る。 
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② 第２学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

目標値に達してい
る。これは関心意
欲を測る問題の一
つである、聞き取
り問題での頑張り
の影響のためと考
えられる。 

目標値を４ポイン
ト上回った。どの
問題も概ねできて
いる。 

目標値を２ポイン
ト上回った。作文
問題で自分の立場
やその理由を書い
たり、まとめたり
する問題での正答
率の高さ影響した
と考えられる。 

目標値を約0.5 ポ
イント下回った。
お概ねどの問題も
できていたが、説
明文を文章の展開
に即して内容をと
らえる点が苦手な
ようである。 

目標値を2.4 ポイ
ント弱下回った。
文法の文節や単語
に関する問題に課
題がある。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

目標値を2.4 ポイ
ント下回った。聞
き取り問題でのつ
まずきのためと考
えられる。 

目標値を4ポイン
ト上回った。どの
問題も概ねできて
いる。 

目標値を5.7 ポイ
ント下回った。作
文など書くことに
対する苦手意識が
あるようである。 

目標の水準には概
ね達しているが、
説明的文章の展開
に即して内容をと
らえる点が苦手な
ようである。 

目標の水準には概
ね達しているが、
漢字の読みには力
を入れる必要があ
る。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

授業に向かう姿勢
をさらに向上させ
る。聞き取り問題
でのつまずきを改
善していく。 

定期的に授業内で
聞き取り問題を実
施し、聞き方話し
方のポイントを体
験的に身につけて
いくようにする。 

書くことに対する
苦手意識をなくす
ために、書くポイ
ントを理解してい
けるようにする。 

文章の内容に沿っ
てまとめられるよ
うにするため、展
開や構成に気をつ
けて読む能力を育
成する。 

目標値を上回った
が、引き続き小テ
ストの実施などで
定着を図ってい
く。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

多くの生徒が意欲
的に授業に取り組
めているので、さ
らに意欲が向上す
るように工夫して
授業を進める。 

引き続き力を伸ば
せるよう、授業内
で聞き取り問題を
実施したり、発表
する場を設けたり
するなどする。 

伝えたい事実や事
柄を明確に伝える
ための書く方法や
力を育成するため
書く前段階での作
業に力を入れる。 

説明文を文章の展
開に即して内容を
捉える力の向上の
ため、構成や展開
を読み取る問題を
多く取り入れる。 

漢字だけでなく、
文法の力を伸ばす
ために小テストな
どの実施などで定
着を図っていく。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

多くの生徒が意欲
的に授業に取り組
めているので、さ
らに意欲が向上す
るように工夫して
授業を進める。 

引き続き力を伸ば
せるよう、聞き取
り問題はもちろ
ん、集団討論等を
授業に導入するな
どして、主体的に
話す力を伸ばす。 

文字数と段落数を
指定して書く課題
を取り入れ、条件
を踏まえて書く力
が身に付くように
する。 

説明的文章に慣
れ、文章の展開に
即して要旨を捉え
る力をつけるため
に、段落や全体の
要旨をとらえる課
題を取り入れる。 

授業中に漢字や文
法の小テストの実
施をし、漢字の定
着を図っていく。 
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令和２年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・ワークを用いた学習を行った結果、特に２年生において知識・理解を問う問題で高い正答 

率を出すことが出来ており、基礎的・基本的な知識の定着を図ることができたといえる。 

  

（２）課題 

 ・3年生では雨温図や地形図の読み取りは概ねできているが、その他の資料を用いた問題に 

おいて正答率が下がる傾向があった。また2年生でも資料を活用した問題で正答率が伸び 

悩む傾向がみられたため、どの学年でも授業内において資料の読み取りを資料集やワーク 

シート等で徹底して行っていく必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成30年度結果 

第１学年 

目標値に対して4.8ポイ

ント下がる結果となっ

た。とりわけ関心・意

欲・態度と知識・理解の

観点において大きく目

標値を下回っている。 

  

第２学年 

全体として目標値と比

較すると2.3ポイント上

回ることができている。 

特に関心・意欲・態度と

思考力・判断力・表現力

の観点において大きく

目標値を上回ることが

出来ている。 

全体では目標値から下

回る結果であった。 

特に知識・理解を問う問

題において正答率が低

い傾向が見られた。 

 

第３学年 

全体では目標値から4.4

ポイント下回る結果と

なった。技能の多くの問

題で目標値と同等の正

答率となっている。 

「日本の諸地域」、「近世

の日本」の問題の多くで

目標値を下回る結果と

なった。 

全体では目標値から6ポ

イント以上下回る結果

となった。特に地理的分

野の「世界の諸地域」と

歴史的分野の「飛鳥～平

安時代」の知識・理解の

問題全てで目標値を大

きく下回る傾向が見ら

れた。 

全体では目標値から下回

る結果であった。 

特に知識・理解を問う問

題において正答率が低

い傾向が見られた。 
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（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

歴史的分野の問題に

ついては目標値を上

回ることがあった

が、地理的分野の問

題では目標値を下回

る結果であった。 

歴史・地理の問題で

目標値近くの正答率

の問題が多い傾向に

ある。 

地理的分野の資料を

活用する問題で目標

値を大きく下回る傾

向を見られた。 

歴史的分野の問題に

おいて、目標値に大

きく届かないという

状況が見られる。 

  

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ほとんどの問題で目

標値を上回ることが

出来ているが、区全

体の正答率が低い問

題では、正答率が低

い問題では正答率が

伸びていない。 

記述・短答の問題を

含めて、概ね目標値

を超える正答率とな

っている。 

西ヨーロッパの気候

に関して資料を読み

取る問題の正答率が

目標値から大きく下

回っている。 

目標値を下回る正答

率の問題もあるが、

聖徳太子についての

知識を問う問題など

では昨年に比べ、25

ポイント以上上昇し

ている。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

地理的分野では目標

値を上回ることがあ

ったが、歴史的分野

の問題では目標値を

下回ることが多かっ

た。 

地形図中の地域の，

他地域との結び付き

について考える問題

で目標値を大きく下

回っている。 

 

概ね目標値に近くの

正答率となっている

が、日本と世界の米

の生産を示す資料の

問題で目標値を大き

く下回っている。 

阪神工業地帯の知識

を問う問題で、目標

値を大きく下回る形

となっていた。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

写真や映像資料など

を用い、社会的事象

への興味・関心を引

き出す。 

授業内で「なぜこの

ような状況が生じた

のかなどの問いに対

して自ら考えさせる

活動を行う。 

各種統計資料や地図

の読み取りを反復し

て行うとともに、資

料と社会的事象の関

わりを記述させる。 

単元ごとに学習ワー

クへの取り組みを徹

底させるとともに、

単元テストを行い、

基礎的・基本的な学

習内容の定着を図

る。 
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（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

新聞や映像資料とい

った教材を活用し、

社会的事象への興

味・関心を喚起して

いく。 

授業内で「なぜ、こ

のような状況が生じ

たのか？」といった

問に対して、社会的

事象が起こる因果関

係を考え、ノートに

まとめさせる。 

ICT機器を活用して

雨温図や主題図など

の資料の読み取りの

基礎を徹底的に行う

とともに、資料と社

会的事象の関わりを

記述させる。 

単元ごとに学習ワー

クへの取り組みを徹

底させるとともに、

適宜小テストを行

い、基礎的基本的な

学習内容の定着を図

る。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

新聞や映像資料など

を用い、現代社会の

出来事と学習内容の

関連性を理解し、興

味・関心を持たせる。 

 

 

 

資料等から「なぜこ

のような状況が生じ

たのか？」や「問題

点は何か？」などの

問に対して、自ら考

え、ワークシートに

記述する活動を行

う。 

ICT 機器を活用して

雨温図や主題図など

の資料の読み取りを

確実に習得する。ま

た、資料と社会的事

象の関連を授業内に

おいて記述させる。 

基礎的・基本的な学

習事項を授業内にお

いて反復して問なが

ら授業に取り組ませ

る。また学習ワーク

に単元ごとに取り組

みさせる。 
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令和２年度 数学科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・基礎基本の定着を目標にして授業を行い、演習を繰り返し行っている。四則演算をはじめ

とする、技能的な能力の向上に繋がったものと考える。 

 ・単元テストや小テストを小まめに行ったり、それと併せて日頃より課題を出すようにした。

それにより、生徒が常に学習する習慣を身に付けるようになった。 

 ・数学的活動を授業内で行い、誘導問題を採り入れるなどの工夫をし、生徒の思考力の向上

へと繋がった。 

 

（２）課題 

 ・基礎的事項の繰り返し演習を行っているが、生徒により理解度に差が見られる。少人数授

業の特性を生かし、一人一人にきめ細かい指導の徹底が必要である。 

 ・学習内容の分野が変わると、既習事項が抜けてしまう傾向が見られる。例えば図形領域の

学習をする際にも、数と式や数量関係など融合的な演習をすることで、既習内容の理解の

定着を図る。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成30年度結果 

第１学年 

全体として、昨年度より3

ポイントほど下降した。

特に、小数や分数の四則

演算の正答率が、昨年度

を大きく下回っていた。

一方、百分率の問題の正

答率は上昇していた。 

  

第２学年 

正答率について、全体

は前年度より5.2ポイ

ント上昇した。基礎が

上昇し、活用が下降と

いう結果だった。関数

や空間図形の分野が課

題である。 

全体の正答率は、昨年度と

比べ横ばいである。グラフ

や図形の知識に関する問

題の正答率は上がったが、

負の数の扱いや代表値の

知識の定着に課題が見ら

れる。 

 

第３学年 

全体として、昨年度より

正答率は2.5ポイント減

少し、目標値に対しての

正答率が9ポイント下回

っている。特に、図形の

分野に課題が見られる。 

全体の正答率は、昨年度

と比べ横ばいである。グ

ラフや図形の知識に関す

る問題の正答率は上がっ

たが、負の数の扱いや代

表値の知識の定着に課題

が見られる。 

全体として、目標値に対し

て正答率が前年度を下回

っているが、棒グラフの読

み取りなどの数量関係の

内容で、達成率が上がっ

た。 
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（２）分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既習内容を用いて、課

題解決を図る姿勢が

見られる。正当には至

らずとも、積極的に発

言し熟考し、課題を解

決しようとする姿勢

が見られる。 

立体の体積や図形の面

積の求め方は、概ね理

解できている。しかし、

式やグラフを読み取り

考察し、その内容を表

現することに課題が見

られる。 

文字式の読み取りや、

グラフの読み取り方

の基本事項は理解し

ている。しかし、比や

単位量の考え方の理

解が定着していない。 

全体として、目標値に

近い正答率である。し

かし、反比例の考え方

や平行四辺形の面積の

求め方など、特定内容

の理解が定着していな

い。 

  

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既習内容を用いて、課

題解決を図る姿勢が

見られる。積極的に発

言する生徒もいて、学

習に対して前向きに

取り組んでいる。 

問題文を読み、物事を

分析し考察することに

苦手意識を持つ生徒が

多い。特に関数や空間

図形に関する内容では

顕著である。 

計算の基本事項は理

解している。目標値を

上回るまたは同程度

の正答率であった。し

かし、不等式や比例の

グラフなど正答率が

低かった。 

全体として、関数や空

間図形に関する内容の

多くで、正答率が目標

値を下回っていた。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既習事項には意欲的

に取り組める。しか

しその先の内容のこ

とになると、考えよ

うとせず諦める傾向

が見られる。 

既習事項を活用する

ことに苦手意識を持

つ生徒が多い。数と

式については、目標

値に近づいている

が、図形の証明問題

に関する問への理解

が不十分である。 

基本的な計算問題へ

の正答率は目標値に

近い。しかし、正十五

角形の１つの内角の

大きさを求めるな

ど、知識に加えて技

能を問われる問への

正答率が低い。 

全体として目標値に

近い正答率である

が、１次関数のグラ

フを読み取る問題の

正答率が、目標値よ

り大きく下回る。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

定期的に課題を出

し、基本事項の理解

定着を図る。個々の

生徒に間違えた問題

を丁寧に指導し理解

させ、生徒の学習に

対する意欲を育む。 

問題解決のため、既

習事項がどのように

利用できるのかを、

発問等で考えさせ

る。誘導を工夫し、解

答を導く考え方を理

解させる。 

答えだけではなく、

その過程を書かせる

指導を徹底して行

う。基本的な計算や

図形の計量などの問

題を、日常的に行う。 

生徒に発問し答えさ

せる際、適切な用語

を用いて説明させる

指導を行う。公式な

どは、問題の度に確

認し、演習をもって

理解の定着を図る。 
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（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既習事項の復習を行

い、『できる』を感じ

ることから意欲を高

めたい。また既習事

項と新たな学習の繋

がりを理解させ、生

徒の意欲を高める。 

答えよりも、それを

導く過程を説明させ

ることで友達同士の

議論を行い、互いに

高め合う授業展開を

図る。 

計算過程を常に振り

返り、計算順序を確

認していく。計算練

習を継続し、更なる

定着を図る。 

発問の際、自身の考

えを適切な言葉を使

い説明させる場を多

く設ける。これによ

り、知識の定着を図

る。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既習事項の復習を丁

寧に行い、新しく学

ぶものとの繋がりを

理解させ、生徒の意

欲を高めさせたい。 

答えよりも、それを

導く過程を説明させ

る。友達同士で議論

し、互いに高め合う

授業展開を図る。ま

た、繰り返しの演習

を行い、数学的な表

現の仕方を定着させ

る。 

計算過程を常に振り

返り、計算順序を問

うことをしていく。

家庭学習と指導と評

価の一体化を図り、

演習量を増やしてい

く。 

考え方を適切な言葉

を使い説明させる場

を多く設ける。また、

定期的に課題を出

し、知識を定着させ

る。 
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令和２年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

    長期休暇などを利用して、既習内容を復習する機会を設け知識を定着させたたことも

あり、習ってから期間の開いた単元でも正答率を下げることがなかった。 

 

（２） 課題 

    ３学年は「技能」の観点、２学年は「関心・意欲」の観点に課題が残った。一度過ぎ

た単元にも戻って繰り返し学習することで知識を定着させたい。また、身近な科学と

学習内容を結びつけたり、実物や映像を提示したりすることで関心・意欲を高めたい。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和元年度結果 平成30年度結果 平成29年度結果 

第１学年 

「関心・意欲・態度」・「思

考・表現」の観点が低か

った。身近な科学から関

心を高めたい。 

  

第２学年 

「エネルギー」領域が最

も低い結果となった。実

験結果をグラフにまと

め、定量的にまとめる力

をつけさせたい。 

「自然事象への関心・意

欲・態度」が４観点の中

で最も低かった。身近な

理科から関心を高めた

い。 

 

第３学年 

「粒子」「地球」領域の正

答率が低かった。学習後、

期間の空いたことが原因

かと思われる。 

「生命」領域は目標値を

超えた。「地球」領域が最

も低い結果となった。授

業進度の遅れが原因だと

考えられる。 

「物質・エネルギー」領

域が、「生命・地球」領域

より達成率が低かった。

実験を行うことで知識を

定着させたい。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

全体的に正答率が低

かった。「日常に見ら

れるてこ」に関する問

題の正答率が特に低

かった。 

発芽の条件やおもり

を持ち上げる方法な

ど思考力の必要な問

題の正答率が低かっ

た。 

技能に関する問題の

正答率は全体的に高

かった。特に光合成の

実験方法がよくでき

ていた。 

物質の単元は比較的

正答率も良かったが、

大地の単元は昨年度

より大きく正答率下

げた。 
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② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

密度に関する問題は

目標値より高かった。

音波や蒸留を日常と

結びつける問題は下

回った。 

「植物の分類の観点」

「水溶液を粒子モデ

ルで表す」など考える

問題の正答率が特に

低かった。 

濃度計算の正答率は

前年度より高い。捕集

できる気体の性質の

正答率が低かった。 

大地の単元は目標値

と同程度の正答率が

見られた。植物のつく

りや圧力の正答率が

低かった。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

生命やエネルギーに

関する問題は正答率

が高かったが、粒子や

気象に関する問題は

低かった。 

柔毛や電磁誘導を説

明する問題の正答率

は高かった。寒冷前線

の読み取りなどが低

かった。 

天気図や電圧計の読

み取りは出来ていた

が、染色液、湿度計算

の正答率は低かった。 

生命やエネルギーに

関する問題はほぼ目

標値を超えている。化

学式、露点などは低か

った。 

 
３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

手にとって観察して

みたり、観察出来ない

部分は映像で確かめ

たりして、関心を高め

る。 

事象を調べる実験方

法を考えさせたり、実

験から事象を説明し

たり、考察する場面を

増やす。 

顕微鏡やガスバーナ

ーなど、再度使用方法

を説明し、手を動かし

て身につけさせる。 

大地の単元を特に重

視し、問題練習や単元

テストなどを行い、知

識を定着させる。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

雲の出来方や陰極線

など、演示実験を多く

取り入れ、実際に見る

ことで関心を高める。 

化学反応式では、化学

変化を原子のモデル

で考えられるように

説明する。 

化学実験を積極的に

行っていく。また実験

方法の理由までしっ

かりと理解させる。 

練習問題や小テスト、

単元テストなどを用

いて繰り返し学習す

ることで、知識を定着

させる。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

知識を身近な物にど

のように応用されて

いるのかを知ること

で、関心や興味を高め

る。 

天体の動きを日周運

動、年周運動から理論

的に説明できるよう

に指導する。 

器具の性質を理解さ

せるとともに、実験結

果を定量的に考察す

ることで技能の力を

伸ばす。 

イオン式、電離を表す

式などは、小テストな

どをくり返して知識

を定着させる。 
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令和２年度 英語科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・興味・関心を高め、教科書の内容理解を促すためにＩＣＴ機器を効果的に利用した。 

 ・ペアワークやグループワーク、ＡＬＴとのやりとりを積極的に取り入れ、インプットや 

  アウトプットの機会を多く設けた。 

 ・小テスト、単元テストを繰り返し行うことで、知識の定着度を確認しながら授業をすすめ 

ることができた。 

 

（２）課題 

 ・単元で新しく学んだことを一時的に理解はできるが、定着に繋がらない生徒が多い。既習

事項に繰り返し触れさせる必要がある。 

 ・学習した表現を活用して英作文を行うことへの苦手意識が高い。授業で書く時間を十分に

確保し、短い英文を書く練習を繰り返す必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成30年度結果 

第１学年 

 

 

 

  

第２学年 

「聞くこと」に関しては、

概ね目標値に近い達成率

である。「読むこと」「書

くこと」に関しては、英

文の内容の把握、英作文

が課題である。 

 

 

 

 

第３学年 

「聞くこと」は、目標値

を上回った問題も多く見

られる。「読むこと」「書

くこと」は単語・語形・

語法の理解力、英作文力

を高める必要がある。 

「聞くこと」「読むこと」

に関して、概ね目標値に

近い達成率である。「書く

こと」に関して、無回答

の割合が区平均と比較し

高いことが課題である。 

 

 

 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

音読を中心とした発

話には積極的な生徒

が多い。一方で書き取

りへの意欲には課題

がある。 

学んだ表現を、組み合

わせ、自分のことに置

き換えて表現する力

の育成が必要である。 

小学校での外国語活

動を通して、聞くこと

に関する基礎的な力

は身についている。 

文字と発音のつなが

りや、文法的な力を

徐々に理解させ、英語

の文構造になれる必

要がある。 
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 ② 第２学年 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

英語への関心・意欲・

態度を高めることで

英語の基礎的な力の

育成につなげる必要

がある。 

「書くこと」への苦手

意識が高い生徒が多

く、まずは「書くこと」

への抵抗感を減らし

ていくことが課題で

ある。 

基礎的な力が備わっ

ている生徒が多い。一

方目標値に届かない

生徒は語彙力不足が

考えられる。 

本観点に関しては、二

分化してしまってい

ることが課題である。

繰り返しの学習で基

礎力を高め、「書くこ

と」につなげたい。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

「話すこと」や「聞く

こと」に関心・意欲が 

高い。「書くこと」の

関心を高め、継続させ

るために、取り組みを

工夫する必要がある。 

「書くこと」において 

既習の単語や熟語、文

法知識等を活用し、自

分の言葉で表現させ

るため、語彙力を高め

る必要がある。 

「読むこと」について 

限られた時間内で情

報の読み取りができ

る力を総合的に育成

する必要がある。 

１、２年の復習を始

め、単語や熟語、文法

上のきまりを理解し

応用させるため、繰り

返しの学習が必要で

ある。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

英語での簡単なやり

とりやビンゴ、歌など

を通して、英語への関

心・意欲を高める。ま

た発話を重視し、ペア

ワークを取り入れる。 

ＡＬＴとのインタビ

ューテストや、自分の

ことを英作文させる

機会を設け、学習事項

を活用して表現する

力を身につけていく。 

イラストやジェスチ

ャーを用いて、日本語

の助けを最小限する。

また初見の短文など

にも触れさせ、読む力

の向上につなげる。 

学んだ単語や文法事

項に繰り返し触れさ

せ、知識の定着を図

る。音とつづりの一致

を目的に音読を重視

して取り入れる。 
 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

前年度のフォニック

スビンゴから復習単

語を使ってのビンゴ

に移行し、教科書の内

容理解に対する興

味・関心を促す。 

ペアワーク等の活動

を通して音読の充実

を図り、質疑応答がス

ムーズにできるよう

指導する。 

毎回リスニング演習

を行うことで、本文内

容を聴覚で認識させ

た後、英文を読ませて

文法事項も定着させ

る。 

単語や文法の短文小

テストを継続的に実

施する。また、家庭学

習ではノートに繰り

返し短文を練習させ、

さらに定着を計る。 
 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

「書くこと」への意欲

が高められるように、

設問を工夫しながら、

小テスト等をスモー

ルステップで継続的

に実施する。 

語彙力を高めるため、

単語練習を繰り返し

復習させ、熟語や基本

文を段階に応じて英

語で表現できるよう

に指導する。 

「聞くこと」や「読む

こと」において、概要

理解と同様、情報整理

の方法や細部の理解

まで、回数や時間を限

定しながら取り組む。 

既習の文法事項をま

ず定着させ、さらに演

習問題等を繰り返し

行い、複数の文法事項

の組み合わせに対応

する力の育成を図る。 
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令和２年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・歌唱では、ソプラノとアルト又はテノールとバスでペアーを作り、二重唱活動を行った。

ペアーで歌うことで、ハーモニー作りが身近なこととなり、個人がしっかりと音を取り、

声量豊かに歌うことと、音やタイミングを工夫することとの大切さに意識が向いたようだ。 

 ・ギターでは、ギター１とギター２でペアーを作り、二重奏活動を行った。ペアーで練習で

は、お互いの音を聴きタイミングを図り、教え合う活動ができた。 

 

（２） 課題 

 ・一学期・二学期前半はペアーでの活動がメインであったが、二学期後半からはクラス全体

の活動につなげていきたい。生徒たちだけで音楽を作り上げていけるよう、リーダーを育

てていきたい。 

 ・声量が貧弱で声を出すことへの抵抗を感じる。息のトレーニングから始め、声で表現する

ことの喜びを感じられるよう活動していきたい。 

 

２ 観点別の課題 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

明るく積極的で、他

者と協力して、教え

合って活動できる生

徒が多い。 

 

失敗を恐れず、表現

活動する生徒が多

い。緩急をつけるこ

とができない。 

男声に息の流れがぶ

れてしまう生徒がい

て、音程も不安定に

なる。丁寧な指導を

行っていきたい。 

一つのことを理解す

るまでに時間がかか

る。丁寧な指導を心

掛けたい。 

  

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

表現することに慣れ

ていない。実技試験

を人前で行っていな

かったこともあるた

めか、誰かに聴かせ

る演奏ができない。

演奏がこぢんまりと

している。 

積極的に表現できな

い。美しい発声の生

徒も声量が乏しく、

誰かに聴かせる表現

をすることができな

い。 

ギターでは、徐々に

技術を習得すること

の喜びを感じ、練習

できるようになって

きた。歌唱が課題。 

一つのことを理解す

るまでに時間がかか

る。丁寧な指導を心

掛けたい。これまで

の理論の内容を十分

に理解していないた

め、楽典を重点的に

学習をしている。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

表現することに慣れ

ていない。実技試験

を人前で行っていな

かったこともあるた

めか、誰かに聴かせ

女声は、声質が美し

く声量豊かで工夫す

ることができる。男

声は、声変りが落ち

着き声質豊かだが、

ギターには興味を示

し、積極的に左右の

指の動きを工夫する

ことができる。 

歌唱については、息

これまでの理論の内

容を十分にりかいし

ていないため、楽典

を重点的に学習をし

ている。 
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る演奏ができない。

演奏がこぢんまりと

している。 

声量が乏しく、表現

することへの躊躇い

がある。 

の使い方からの指導

が必要である。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

躊躇うことなく表現

活動できるように、

他者と関わり合うこ

とで、音楽の豊かさ

を感じさせ、心開い

た明るい活動を行っ

ていく。 

表現活動に苦手意識

を持たないよう、生

徒一人ひとりのペー

スを尊重し、個人の

成長を評価する活動

を行っていく。 

ギターでは、右指の

奏法・左指の奏法を

身に付けることがで

きるよう指導する。

歌唱では声量豊かに

歌うために、姿勢や

発声等に気を付けて

歌うよう指導する。 

五線・加線・音符の

長さ・休符の長さを

理解することができ

よう、細やかなノー

トチェック等を行い

助言する。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

授業内で、積極的に

表現し、他者の演奏

を鑑賞し講評するこ

とができるよう、他

者と関わり合うこと

で、音楽の豊かさを

感じさせ、心開いた

明るい活動を行って

いく。 

表現活動に苦手意識

を持たないよう、生

徒一人ひとりのペー

スを尊重し、個人の

成長を評価する活動

を行っていく。他者

と関わり、合わせる

ことの喜びを感じる

活動を行っていく。 

ギターでは、右指の

奏法・左指の奏法を

身に付けることがで

きるよう指導する。 

歌唱では、声量豊か

で正しい音程で歌う

ために、姿勢や発声

等に気を付けて歌う

よう指導する。 

音符や休符を組み合

わせた一部形式のリ

ズム曲を作れるよ

う、細やかなノート

チェック等を行い助

言する。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

授業内で、積極的に

表現し、他者の演奏

を鑑賞し講評するこ

とができるよう、他

者と関わり合うこと

で、音楽の豊かさを

感じさせ、心開いた

明るい活動を行って

いく。 

何故このような響き

になるのかというこ

とを考察し、自分が

出したい響きを作る

ためにはどうしたら

いいのかを判断でき

るよう指導する。他

者と関わり、表現の

幅が広がることに喜

びを感じる活動を行

っていく。曲種に応

じた表現ができるよ

う指導していく。 

奏法・左指の奏法を

身に付けることがで

きるよう指導する。

弦を弾く場所によっ

て音色が変わること

に気付き、曲種に応

じた場所を工夫でき

るよう指導する。歌

唱では、声量豊かで

正しい音程で歌うた

めに、姿勢や発声等

に気を付けて歌うよ

う指導する。 

音符や休符を組み合

わせた一部形式のリ

ズム曲を作れるよ

う、細やかなノート

チェック等を行い助

言する。発声の原理

を理解し、実践でき

るよう指導する。 
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令和２年度 美術科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・基礎的な技能の練習により学習したことをいかしながら、課題に取り組む場面が増えてい

る。 

 ・毎時間の目標を書くことで、自分の課題に集中し、計画的に取り組む生徒が増えた。 

 ・教室内外の掲示物の工夫や、関連図書を置くことで、美術に触れる機会が増えている。 

（２） 課題 

 ・基礎的な技能の練習により、創造的な技能を習得するとともに、イメージトレーニングや

アイデアスケッチなどで、「考えを広げ、深め、決める」場面を増やし、自分らしい表現

を完成まで探求し続ける創造性を育てる。 

 ・生徒に合う教材の研究や、ITC 機器の適切な活用方法の工夫を引き続き行い、発想や構想

に興味を持続させ、主体性を高め、達成感を持たせる。 

 ・教室環境を整え、掲示物や情報機器の効果的な活用により、表現の幅を広げたり、自分ら

しい表現を深めたりするきっかけを増やす。    

 ・ 

２ 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

意欲的に課題に取り

組む生徒が多いが、

理解力が足りず、個

別指導の必要な生徒

もいる。 

知識や経験の不足か

ら、自由に発想する

ことが苦手と感じた

り、早く答えを求め

たりする傾向がある 

自分の考えを表現す

るための、基本的な

道具の扱いや技能の

取得に差がある 

芸術作品に触れる機

会が少なく、自他の

作品の良さを見つけ

さらに発展させ深め

る力に差がある。 

  

② 第２学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

課題に集中できる生

徒が多いが、最後ま

で制作意欲が続かず

妥協してしまうもの

も見受けられる。 

発想することに苦手

意識があり、自由に

表現できないものが

若干いる。 

自分の考えを表現す

るための、基本的な

道具の扱いに少しず

つ慣れてきている。 

芸術作品の触れる経

験が少なく、それら

から受けものを言葉

で表現し、作品にい

かす力が乏しい。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

主体的に取り組み、

自分ならではの感覚

に自信を持つものも

いるが、全く取り組

もうとしないものも

いる。 

自由に発想すること

ができるが、さらに

考えを発展させたり

深めたりする力が不

足している。 

自分の考えを自由に

表現するために、正

しい道具の使い方や

技能の習得がさらに

必要である。 

国内外の芸術作品の

触れる経験が少な

く、それらから感じ

たことを作品にいか

す力が乏しい。 
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３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

毎時間ごとの目標を

明確にし、課題に集

中させるようする。

自発的に取り組むた

めの資料や ICT 機器

の活用を工夫する。 

発想の段階でいくつ

ものアイデアを出す

ようにさせ、より多

くから自分で決定し

自信を持って制作す

るように促す。 

基礎基本の技能の習

得の上に、新たな知

識や技術を身につ

け、自分の作品の完

成度を高めるように 

促す。 

教室内外の掲示物や

ICT 機器の活用した

資料提示を工夫し、

生活の中で芸術に触

れる機会を増やす。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

毎時間ごとの目標を

明確にし、課題に集

中させるようする。

自己探求しやすい環

境作りに配慮する。 

自分で考えを深める

発想や構想の方法を

知り、自分らしい表

現をしていくヒント

を用意する。 

できるだけ個々の技

能の習得に対応し、

制作にいかせるよう

に助言する。 

美術館レポートの作

成など、生活の中で

芸術に触れる機会を

増やし、一人一人の

美意識を高める。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

毎時間ごとの目標を

明確にし、自分の課

題に集中させる。３

年間のまとめとして

高い意識をもって取

り組むようにする。 

既成のイメージを超

えるような参考作品

を見せるなど、発想

について深く考えさ

せる場面をつくるよ

うにする。 

繰り返して基礎的な

技能を定着させる。

自分らしい表現を工

夫する能力を高め

る。 

修学旅行で歴史的文

化財に触れたり、外

国の文化や現代美術

を紹介したりして、

豊かな美的感覚が身

につくようにする。 
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令和２年度 保健体育科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・補強運動として持久走を継続的に取り入れ、持久力を高めることができた。 

・オリンピック・パラリンピック教育推進校として、さまざまな種目の選手から講話を聴く機会をつく

り、生徒の興味関心を高めることができた。 

・授業の流れを明確にすることにより、三年生は、リーダーを中心に自主的な活動を行うことがで

きた。 

（２） 課題 

 ・総合的な体力の向上。体幹を鍛えたり、多様な動きのトレーニングをさせたりして、身のこなし

やバランス力などを養わせる。 

・挑戦しようとする態度を育てる。前向きな言葉かけで積極的に運動に取り組ませ、自己肯定感

を高めさせる。 

・集中する力や継続する力をつける。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

《男子》苦手意識が強く、出

来ないことへチャレンジす

る気持ちが薄い。 

《女子》 苦手なことにも一

生懸命取り組める生徒が多

い。 

《男子》自己課題を把握して

克服しようとする意識が低

い。 

《女子》 自己の課題をみつ

けて練習を工夫する力が不

足している。 

《男子》基礎体力が不足し

ている生徒が多い。 

 

《女子》 基礎体力が不足し

ている生徒が多い。 

《男子》授業での知識を定

着させることが苦手である。

知識が持続しない。 

《女子》 授業での知識を定

着させることが苦手である。

知識が持続しない。 

  

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

《男子》苦手意識が強く、

出来ないことへチャレン

ジする気持ちが薄い。 

《女子》 何事にも一生懸

命できる生徒が増えてき

た。 

《男子》自己課題を把握し

て克服しようとする意識

が低い。 

《女子》 自己の課題をみ

つけて練習を工夫する力

が不足している。 

《男子》基礎体力が不足し

ている生徒が多い。 

 

《女子》 基礎体力が不足

している生徒が多い。 

《男子》授業での知識を定

着させることが苦手であ

る。知識が持続しない。 

《女子》 授業での知識を

定着させることが苦手で

ある。知識が持続しない。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

《男子》積極的に取り組む

が、集中が続かない。 

《女子》 全体指導で指示が

聞けない生徒が多いが、意

欲的に活動できる生徒が増

えてきた。 

《男子》課題に合った練習

方法を選択することが苦手

である。 

《女子》 事故の課題をみつ

け練習を工夫する力が不

足している。 

《男子》基礎体力は確立し

ているが、その力を活用で

きない。 

《女子》 基礎体力が不足し

ている生徒が多い。 

《男子》授業での知識を定

着させることが苦手な生徒

が多い。 

《女子》 授業でのポイントを

意識して活動できる生徒が

増えてきた。 
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３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

《男子》個々に合った課題

を明確化し、出来ることから

取り組ませる。 

《女子》 場面練習を多く取

り入れたり、内容をはっきり

と理解させたりして取り組ま

せる。 

《男子》スモールステップと

フィードバックを繰り返し行

う。 

《女子》 動作を細かく分け

てポイントを伝え指導する。

フィードバックさせて取り組

ませる。 

《男子》補強運動や基礎練

習を繰り返し行い、基礎体

力をつけさせる。 

《女子》 補強運動や基礎練

習を繰り返し行い、基礎体

力をつけさせる。 

《男子》資料を作成し、配

布・提示する。繰り返し授業

で確認させる。 

《女子》 資料を作成し、配

布・提示する。繰り返し授業

で確認させる。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

《男子》個々に合った課題

を明確化し、出来ることか

ら取り組ませる。 

《女子》 ホワイトボード

を活用し、指示を明確に

し、ノートに書かせる。 

《男子》スモールステップ

とフィードバックを繰り

返し行う。 

《女子》 動作を細かく分

けてポイントを伝え指導

する。フィードバックさせ

て取り組ませる。 

《男子》補強運動や基礎練

習を繰り返し行い、基礎体

力をつけさせる。 

《女子》 補強運動や基礎

練習を繰り返し行い、基礎

体力をつけさせる。 

《男子》資料を作成し、配

布・提示する。繰り返し授

業で確認させる。 

《女子》 資料を作成し、

配布・提示する。繰り返し

授業で確認させる。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

《男子》個々に合った課題

を明確化し、積極的に取り

組ませる。 

《女子》 グループ活動を

増やし、各グループの課題

に応じた練習を構成させ

るなど、自主的に活動でき

る場を多く与える。 

《男子》自己課題を細かく

把握させ、練習方法を選択

させる。 

《女子》 動作を細かく分

けてポイントを伝え指導

する。フィードバックさせ

て取り組ませる。 

《男子》補強運動や基礎練

習を繰り返し行い、基礎体

力をつけさせる。 

《女子》 基礎練習を繰り

返し行う。具体的な場面を

伝え、ゲーム中に止めてそ

の場で指導する。 

《男子》資料を作成し、配

布・提示する。繰り返し授

業で確認させる。 

《女子》 資料を作成し、

配布・提示する。繰り返し

授業で確認させる。 
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令和２年度 技術・家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立羽田中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・「主体的・対話的で深い学び」を取り入れた授業展開を行っている。課題であった「対話

的な」学習も、班やペアを組んで学習に取り組ませる工夫を行っている。 

 ・教師だけでなく、生徒もＩＣＴ機器を適切に活用することで、効率的で深い学びを実現し

ようとしている。 

・授業で行った基本的な知識が中々定着しないという課題があったが、教材を実生活に結び

つけ、重要な部分は繰り返し指導する等の工夫を行い、改善を図っている。 

 

（２） 課題 

 ・製作実習において、生徒の作業進度に差が生まれ、完成が難しい生徒が出てしまう。班活

動をさらに充実させ、「教え合い」の雰囲気をつくっていくことが必要である。また、「わ

かりやすい」授業の実現のために、教師が優れた見本を示したり、生徒が使いやすい技術

室になるよう、工具や機械類の適切な配置を検討していく。 

・「教材で育成を目指す資質・能力」を身に付けさせるためには、①「教材」②「教授法」

③「学習者」を考えなければならない。それぞれの方法や実態を分析し、工夫した授業を

していく。 

 

２ 観点別の課題 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 創造・工夫 技能 知識・理解 

 説明と作業の切り

替えができている。

しかし、作業によっ

ては意欲的に取り組

めない生徒がいる。 

 定期テストでは問

題を正確にとらえて

いない解答が見られ

た。 

 映像や画像等を説

明で用いているが、

時間が長引いてしま

い、作業の時間が短

くなってしまってい

る。 

 期末考査では問題

文の理解が十分でな

く、正しい解答がで

きない生徒がいた。 

  

② 第２学年 

関心・意欲・態度 創造・工夫 技能 知識・理解 

 落ちついて授業に

取り組んでいる。意

欲的な生徒が多い一

方、一部集中が続か

ない生徒もいる。 

 定期テストでは不

正解が目立った。授

業で学んだ内容の理

解が深まっていない

ように感じる。 

 作業の説明はしっ

かりと聞いている。

全体的な取り組みも

良い。 

 定期考査の結果は

おおむね良いもの

の、学習した内容の

理解が深まっていな

い生徒も見られる。 

 

 



21 ページ 
 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 創造・工夫 技能 知識・理解 

 全体を通して、発

言や取り組みなどは

良かったが、一部の

生徒を集中させるこ

とができなかった。 

 定期テストでは不

正解が目立った。授

業で学んだ内容の理

解が深まっていない

ように感じる。 

 授業中の説明は落

ち着いて聞くことが

できているが、内容

が理解できておら

ず、作業が進まない。 

 定期考査では用語

の問題、情報モラル

の問題の正答率が低

く、知識の定着に課

題が残った。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 創造・工夫 技能 知識・理解 

作業の重要性をわ

かりやすく伝え、学

ぶ意味を深く理解さ

せる必要がある。 

 生活に関連のある

課題を出題する。生

活に対する課題意識

を伸ばしたい。 

 作業時間を確保す

るため、導入の部分

を効率よく進めてい

く。 

 定期考査では、分

かりやすい文章を心

がけ作成したが、授

業中にも文章から解

く課題を出題する必

要がある。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 創造・工夫 技能 知識・理解 

 全ての生徒の意欲

を引き出せるよう

な、課題設定、発問

などを考え実践して

いきたい。 

 重要な部分は繰り

返し指導し、生徒が

自分で考え、答えを

導き出せるようにし

ていく。 

 説明をしっかり聞

いていても、できな

い生徒がいる。失敗

例を説明しながら、

取り組ませたい。 

 授業中の言葉を生

徒自身で説明をさせ

ることで再言語化

し、知識の定着を図

る。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 創造・工夫 技能 知識・理解 

 全ての生徒の意欲

を引き出せるよう

な、課題設定、発問

などを考え実践して

いきたい。 

 重要な部分は繰り

返し指導し、生徒が

自分で考え、答えを

導き出せるようにし

ていく。 

 全ての生徒が集中

して取り組めるよう

に、教材や発問を工

夫して実践する。ま

た、教師の話が長く

なりすぎないよう注

意する。 

 授業中の言葉を生

徒自身で説明をさせ

ることで再言語化

し、知識の定着を図

る。 

 

 


